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。本籍住所、居所に関する証明
(五十円市民課)
@埋葬、火葬、改葬に関する証明
(宜十円市民課)
@冬洋服のしまい方、四月は冬申
着た衣類をしまつする月、 とく
に毛製品の害虫(イガ、コイガ
ヒメツオブシムシ、ヒメマJレ
カツオブシムシなど)が発生し
成虫となって産卵しはじめるの
は五、 六月だから四月中には洗
濯、 手入れをすませてしまいた
いものです。
おな、しまい方について注意す
あのは
①しまう前に十分乾燥させる②ナ
フタリンは金糸、銀糸也事支くす
る性質があるから注意する③障
脳とパラジクロール、ベンゾ-
Jレ製品を一緒に入れると溶け易
い⑥茶箱は鼠害には完全でも、
フタをあげるたびに防虫効果が
漏る点は工合が憩い。
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大村市 政だ よ(毎月 1日.10臼.20日発行)

市

議

会

議

員

申
情
期
間

昭
和
一
千
十
四
年
四
月
二

十
三
日
か
ら

四

月
二
十
四

日
ま
で
(
一
一
日
間
)
で
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

でい
ず
れ
も
所
定
の
登
録
申
請
書

用
紙
に
よ
り
、
大
村
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
関
係
出
帳
所

昭和34年 3月20回
(昭和133年4月22日?H三種到〉便物認可)

選

挙

の

場

合

申
請
の
方
法

(一)

申
請
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人

昭
和
三
十
四
年
一
月
二

十
二
日
以
前
か
ら
大
村
市

に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
昭

大
村
公
国
整
備
の
た
め
蓮
池
を
抑
制
り
上
げ
た
土
(
客
土
)
を
一
般
に
分
譲
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
量
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

遺
政
年
金
、
弔
慰
金
の
請
求
は
三
月
末
で
打
切
ら
れ
ま
す
。
未
請
求
の
方
は
福
一
駅
事
務
所
ヘ
/

ど
了
承
く
死
さ
い
。

(
建
設
課
)



3
月
mu
出

傷
い
軍
人
恩
給
説
明
会

へいIU
役
所
議
場
十
時
}

3
月
別
日

春
休
み
児
童
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
(
人
形
劇
、
文
化
映
師
な
と
、
中
央
公
民
間
、
一
時
)

4
月
2
日

第
四
回
料
理
教
室
(
献
立
、
と
う
ふ
の
団
子
揚
げ
の
野
菜
あ
ん
か
け
、
煮
込
み
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、

限
餅
、
中
央
公
民
館

一
時
)

や
常
緑
樹
で
す
。

以
と
の
よ
う
に
樹
木
は
わ
れ
わ

れ
の
日
常
生
活
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
わ
け
で
す
。
沢
山
の
種

類
の
な
か
か
ら
、
わ
が
家
に
過

し
た
も
の
、
好
み
の
も
の
を
植

付
け
て
、
そ
の
成
長
を
楽
し
む

と
と
も
生
活
に
う
る
お
い
を
も

た
せ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

家
庭
に

本
は
植
〉
え
ま
し
ま
う

を
円
光
や
風
に
さ
A
さ
な
い
よ

う
に
し
ぎ
す
。

す

。

す

。
わ
た
し
た
ち
の
生
活
で
は

一
般
に
九
月
ど
ろ
か
ら
三
月
ど

樹
種
は
、
ど
よ

弓

ま

つ

、

す

ぎ

調

度

と

混

度

は

密

接

な

関

係

が

月

ま

?

が

最

も

よ
く
、
常
緑
樹

ひ
ま
円
や
シ
l
ダ

、

ひ

の

き

あ

り
ま
す
の
で
、
買
の
暑
さ
、

は
春
は
樹
液
の
椛
動
期
前
か
、

3
月
却、
m
U
日
全
国
網
光
土
産
一

公
園
)

と
の
よ
う
に
家
の
芝
わ
り
に
植
つ
が
、
い
ぬ
ま
き
、
ま
さ
き、

冬
の
寒
さ
ぞ

調

節

で

き

ま

す

。

梅

雨

期

ど

月

の

新

芽

の

閤

定

し

品

、

包

装

紙

展

示

会

(

中

央

公

一
4
月
印
日

O
瓢
訪
八
区
町
内
舞

え
ろ
樹
木
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
か
ら
た
ち
な
ど

樹

種

は

、

は

ん

て

ん

ぼ

く

、

か

た

止

き

が

よ

い
時
期
で
す
。

民
館
)
四
阿
四
日
l
六
白
は
大

一

踊
大
会

(昼
大
村
公
園
)

と
れ
は
特
飾
、
外
周
り
の
保
護

防

風

わ
た
し
た
ち
は
い
つ
も

つ
ら
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
し
な
の

草
本
性
植
物
(
草
花
類
)
は
細

村
神
社
焼
内
で
開
催

一4
月
ロ
日
O
西
尾
舞
踊
団
新
作
発

防
風
、
円
隊
、
防
じ
ん

(鹿
)

風
に
よ
る
被
害
を
い
ろ
い
ろ
体
き
、
い
ち
ょ
う
、
あ

お

ぎ

く

、

根

が

多

い
の
で
、
植
付
俺
数
日

4
月
5
日

O
県
下
弓
道
大
会

一

表

大

公
演

(
昼
大
村
公
園
夜

防
火
、
問
昔
、
都
庭
灯
ど
い
ろ

験

し

て

い
ま
す
が
、
半
而
、
風
け
や
き
、

ふ

じ

な

ど

間

は
日
お
い
を
し
た
り
、
水

を

(

市
営
弓
道
場
刊
時
、
参
加
希
一
本
町
)

い
ろ
わ
た
し
た
ち
の
円
常
生
活
け
涼
雲
与
え
た
り
病
虫
害
を
防
火
器
は
、し
い
、
つ
ぱ
き
一
植
付

良
い
葉

は

幹

の

根

が

大

や

る

と

お

お

む

ね

活

着

(

根

つ

望

者

は

四

月

二

日

ま

で

富

お

一

O
藤
秀
会
新
作
大
公
凶
(
昼

の
合
理
化
に
利
用
で
き
ま
す
。

少
な
く
し
た
り
、
湿
地
を
乾
燥
い
ち
ょ
う
、
あ
べ
ま
き
な
ど
一
き
く
、
岐
張
り
が
強
く
、
全
体
き
)
し
ま
す
。

社
久
田
松
氏
へ
申
込
む
と
と
)
一
忠
鴇
塔
)

右
の
目
的
の
た
め
に
植
え
る
に
さ
せ
、

嬬
科
の
予
防
に
あ
役
立
防

.a
文
化
の
発
達
に
と
も
な
一
の
形
が
丸
味
を
和
び
て
い
る
も
植
付
け
る
と
き
は
、
で
き
る
だ

O
地
灰
剣
道
大
会
(
大
村
神
社
一

4
月
日
目
玖
島
附
稲
荷
神
社
大

は
お
の
お
の
そ
の
樹
木
の
特
長
ち
ま
す
。

い

交

通

機

関

そ

の

他

騒

音

が

激

一

の

が

よ

く

、

大

き

い

か

ら

と

い

け

根

を

傷

つ

け

な

い

よ

う

に

、

境

内

日

時

)

一

祭

玉

替

(

夜

間

神

社

)

な
ど
を
考
え
て
、
選
ぶ
こ
と
で
樹
簡
は
、
け
や
き
、
か
し
わ
、
し
く
な
リ
、
騒
背
防
止
条
例
な
一

っ
て
、
良
い
苗
木
と
は
い
え
ま
楠
穴
を
大
き
く
姻
り
、

苗
木
を

O
藤
秀
会
舞
踊
公
演
(
昼
大
一
〔
卓
球
大
会
、
相
撲
大
会
、
陸
上

つ
芳
に
と
の
こ
と
に
つ
い
て
ふ
い
ち
ょ
う
、
か
し
、

く
す
、

し

ど

が

で

き

て
、
静
か
な
生
活
が

一

せ

ん

。

入

れ

て

、

よ

く

腐

殖

し

た

細

か

村

公

園

、

夜

本
町
仮
設
輝
台
)
一
自
衛
隊
給
食
展
示
会
、
野
外
炊
事

れ
て
み
た
い

と

思

い

ま

す

。

い
ま
つ
、
立
き
、
も
み
、
つ
が
で
き
る
よ
う
に
対
策
が
講
じ
ら
一
滴
当
な
苗
木
が
入
手
で
き

た

な

い

土
そ
半
分
入
れ
て
、
丸
太
棒

4
月
9
日

O
腕
自
慢
鍔
踊
大
会
一
実
演
(
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
)

装

飾

自
然
の
契
し
さ
で
飾

-
な
と

れ
て
い
ま
す
が
、

植
樹
は
防
音
一
ら
ば
、
配
闘
を
考
え
て
条
植
、

で
隈
元
を
っ
き
つ
け

て

か

ら

、

(

夜

本

町

侭

設

舞

台

)

一

は

期

日

未

定

〕

ろ
う
と
す

Z
場
合
の
基
本
的
な

一
日
曜
防
じ
ん
適
当
に
配
装
置
の
役
も
果
し
ま
す
。
一
点
植
、
散
植
の
い
ず
れ
か
を

選

水

巻

入
れ
て
、
そ
の
あ
と
ま
た

O
芸
能
会
大
和
会
(
屋

大

村
一

事
柄
は
樹
木
、
草
花
の
永
続
性
一
楠
す
る
と
と

γ
ょ
っ
ア
環
境
を
防
音
効
果
の
大
き
い
も
の
は
、
一
ん
で
植
付
け
ま
す
。
土
そ
寄
せ
て
固
く
踏
み
し
め
て

一そ
か
に
な
り
ま
す
。

一

一

や
舛
周
り
と
の
調
和
が
必
要
で

一

衛
告
に
す
る
と
と
が
で
き
ま
針
礎
想
落
語
よ
り
広
葉
樹
一
楠
付
ま
で
に
苗
苓
乾
燥
さ
せ
お
き
ま
す
o

(

農
林
課

)τた
が
っ
て
、
学
業
や

仕

事

に

熱

一

ど

み

手

数

料

お

日

ま

で

一八

乾

馬

場

壁

面

山

辺

震

Z
-
-

一
意
を
欠
く
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は

一

一

畏

女

慶

子

四

か

犬

村

入

国

産

一

一

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

一そ
を
つ
く
の
が
人
情
で
あ
り
ま
す
一
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

窓

口

へ

納

め

て

く

だ

さ

当

一

銭

馬

場

郷

八

二

篠
原
澄
明

佐

伯

日

露

に

い

る

よ

い

一

青

少

年

の

不

良

化

診

断

一

が

一変

化
さ
れ
た
場
合
も
、
正
し
い
一
学
校
か
ら
の
腸
り
が
遅

一

-

L

一
長
男
明
人

M

骨
突

川

子

た

ち

に

、

町

容

一

一

喫

茶

庖

に

出

入

し

た

り

、

ま

た

一生
活
を
し
て
い
な
い
だ
け
に
自
分

一

く

な
っ
て
き
た
よ
う
に
一
昭
和
三
十
三
年
度
第
四
期
分

一

新

生

活

の

実

績

発

表

一
合
同
郷
六
O

山
口
語
光
長

手

か

生

活

は

大

変

で

し

一

年

頃

の

子

供

を

持

つ

父

兄

に

警
告
一
異
性
の
友
達
が
で
ぎ
た
場
合
に
は

一の
行
動
を
秘
密
に
し
ま
す
。

一

感

じ

ま

す

が

一

(

一
月

!
一言
)
の
汚
物
(
ど
み
)
一

部

日

中

央

公

民

舘

で

一

女

喜

子

日

之

助

ょ

う

。
わ
ず
か
で
一

一お
し
ゃ
れ
を
は
じ
め
る
の
が
普
通

一学
生
な
ど
で
は
、
李
買
う
か
ら
一
子
供
華
客
勤
先
か
ら
震
リ
一
処
理
手
数
料
納
入
告
知
事
、
十

一

一
ム
高
郷
一

O
六

二

上

野

霊

括
討
す
が
絵
本
や
主
一
定
市
に
お
け
る
少
年
犯
罪
は
一
と
の
よ
う
に
あ
ら

ゆ

る

角

度

か

一

で

す

。

一

と

、
ま
と
と
し
や
か
に
う
そ
を
言
了
た
り
、
ま
た
夜
遅
く
帰
る
よ
う

τ音
写
真
連
絡
委
員
を
通
じ

て
一一月
二
十
五
日
申
央
公
明

1
1
四

女

昭

子

団

お
お
伴
チ
ヤ
で
明
る
い
生
一

三
十
二
年
申
、
七
十
二
名
の
一
七

一ら
観
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
が
土
し
た
が
っ
て
服
装
ゃ
、
み
ま
わ
り
一
っ
て
親
を
だ
ま
し
、
金
を
も
ら
い
一
な
と
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
場
合
は
一
て
お
手
も
と
に
お
送
り
し
ま
し
た

一生
活
震
発
表
奏
会
カ

史

れ

一八
上
小
路
第
二
六
号
井
石
典
男

町

駅

活

長

け

て
ぐ
だ
一
九
件
、

一一一
十
コ
一
年
中
、
八
土
八
名
一
が
多
い
わ
け
で
す
。
と
れ
に
つ
い
す
を
気
に
す
る
さ
つ
に
な
っ
た
り

一躍
興
に
ふ
け
っ
て
い
ま
す
。

一
震
に
誘
わ
れ
て
喫
茶

宅

、
映
一

1は一一
一月
二
十
五
日
ま
で
と

一手

。

長

一

一

一男

真

ニ

ロ

国

去

さ
い
と
タ
オ
ル
や
一
の
一

O
六
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一て
、
適
齢
期
に
あ
る
子
供
さ
ん
を

(二)

回
目
』
A
i
ん

ロ
ド

l
~

明

廃
い
利
用
範
囲

緑

(

普
か
ら
の
つ
三

)
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九
i
三
月
頃
が
適
期

一
材
料
と
分
量
一
(
一
人
前
)

一

ら
の
衣
く
ら
い
に
と
く

さ
ば

(六
O
瓦
)
小
麦
粉

一①
①
を
衣
に
し
で
鮒
に
た
っ
ぷ

(
一
五
瓦
)み
そ

(
五
瓦
)
か
一

り
と
つ
け、

油
を
熱
し
て
揚

ら
し
(
少
々
)
油
(
一
O
瓦
)
一

げ
る
。

↓へ根

(一ニ
O
瓦
)
サ
ラ
ダ
菜
一④
お

mに
サ
ラ
ダ
菜
を
敷
き
、

…

ま
た
は
キ
ャ
ベ
ツ
(
一一
枚
)

一

そ
の
上
に
揚
げ
た
鮒
会
躍
り

一

川
さ
ば
の
か
ら
し
揚
げ

つ
け
、
大
根
お
ろ
し
に
時
間油

一

を
か
け
て
添
え
る
。

手軽にできる

う 楽お そ

②) ciヲ千乍
一 小り鮪 '，jt司
緒 麦墳 は占
に粉を!tlt/力 絡
し、 ふ 身油
てかりの ( 
水らか よ 各
?少し げう 子少
々 、てに 々
で みお薄 ) 
天そくく
ぷを。切

議
養
価
概
算

蛋
白
質

一
五
瓦
、
熱
量
二
七

一

六
カ
ロ
リ
ー

大
村
桜
ま
つ
り
3
月間
ぬ
日
か
ら

4
月
白
日
ま
で

大
村
神
社
御
輿
お
下
り
四
月
八
日

同

お
上
り
四
月
九
日

屋
敷
近

ヮ“

農

業

メ

モ

春
植
の
果
菜

ト
マ
ト
、
な
す
、
き
ゅ
う
り
の

常
植
が
近
ま
り
ま
し
た
。

麦
の
あ
る
所
や
畦
聞
に
定
植
す

る
と
と
が
間
風
や
乾
燥
防
止
、

ガ
虫
の
防
止
と
な
り
ま
す
。
生

育
を
促
す
た
め
、
植
溝
は
十
分

耕
起
し
石
灰
の
散
布
を
し
た
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

婆
多
雨
間
暖
を
経
た
麦
は
軟

弱
に
伸
び
過
ぎ
の
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

A
訟
の
天
候
如
何
で
は
病
害
の

発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、

四
月
上

1
申
旬
ご
ろ
石
灰
硫
黄

合
剤
四
O
倍
械
を
散
布
し
ま
す

ナ

タ

ネ

現

在
ナ
タ
ネ
は
順

調
な
生
育
を
し
て
い
ま
す
が
、

ガ
の
発
坐
に
件
意
し、

マ
ラ
ソ

シ
粉
剤
(
坑
剤
て
五

O
O
)倍

テ
ツ
ブ
剤
一ニ
、
0
0
0倍
で
防

除
し
ま
す
。
(
県
農
業
改
良
普
及
所
)

ム
黒
丸
郷
一
五
四
五
福
田
利
男

長
女
同
美
子
市
川

A
宇
野
古
郷
七
五
七
岩
間
議
則

長

男

義

随

お

ろ
照
九
郷

一
四
九
六
附
内
忠

三
男
三
好

日

ム
杭
出
陣
郷
八
九
三

田
川
政
見

三
女

末

乃

幻

ム
杭
出
津
郷
九
O
O
田
川
芳
松

三
男
文
開

引け

ム
杭
出
津
郷
凶
九
八
尾
崎
五
一

郎

二

男

和

則

四

ム
小
路
口
郷
六
四
四
岸
川
正
ニ

二
女
富
美
子
四

ム
小
路
口
郷
六
O
四

平
野
隆
徳

長
女
愛
子
お

A
木
場
郷
四
八
九
蘇
ヨ
シ
ヱ

男

義

幸

4

A
森
閣
郷
五
四
九
谷
山
正
春

長
男

要

一

M

A
水
田
住
宅
二
区
二
四
号
石
川

武
夫

二

女

恭
子

剖


